
図們江地域経済開発の現状と課題
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。
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のロシアは単位 億ルーブル。 年は
資のロシア単位 万ドル。 年は１
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月末推計値。
１ 月累計。
９月。―統計なし。
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経済発展の格差
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。
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主権の争い， 朝鮮半島の不

，政治制度の差異，の４点を

ニズム，経済協力が低い水準

ゴルの体制転換（ 年），韓・

史問題についての認識，

安定な情勢， 北東ア

挙げ，これらの障害の

に止まってきたと指摘

ソ国交正常化（ 年９
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ジア諸国の相互補完的条件
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月），韓国・

８月）など，

それらは，あ

またロシアと

せる土台とな

所） 小川雄平・木幡伸二 編著『環日本

北朝鮮の国連同時加盟（ 年）

年代初頭に北東アジア地

らためて言うまでもなく，冷

中国にとっては市場経済への

った。これにより，北東アジ

海経済・最前線』日本評論社， ，

，日・朝国交交渉（ 年）

域において一連の活発な国際

戦の終結という新しい時代

移行は，北東アジア地域内

アにも地域性を持つ「地域

頁の表より作成。

，中・韓国交正常化（ 年

関係の動きが見られた。

が作り出したものである。

の多国間経済協力を実現さ

経済圏」の可能性を探る議

論が急速に台

天然の良港，

（表２参照），

という考えで

とする「図們

２．開発開

頭した。ロシア極東地域の多

日本と韓国の資本・技術など

インフラ整備さえ整えば地域

ある。このようにして中国，

江地域開発計画」は注目を集

放の情況

くの天然資源と中国の豊富

，北東アジアには経済発展

内の経済的補完関係を顕在化

朝鮮，ロシア３カ国の国境

めることになった。

で安価な労働力，北朝鮮の

に必要な条件が揃っており

させることが可能である

地域を国際的に開発しよう

年の国

の間に 億

発計画を立案

ロ，韓，蒙

で前後８回の

提案した。

員会」の設立

際連合開発計画（ ）は

ドルを投資して，“東北アジア

した。この直後に は

５カ国代表が派遣し，他方日

会議を開くとともに，

の 年の第６回会議に

に関する合意書（中国・朝鮮

，この地域を東北アジア各国

の香港，ロッテルダム，シ

図們江地区項目管理委員会

本は の観察員を送った

専門家会議もしばしば招集し

おいて，３つの合意書――

・ロシアの３カ国で調印），

協力のもとで，今後 年

ンガポール”を建設する開

（ ）を設立し，中，朝，

。 は， 年末ま

，図們江地区開発戦略を

「図們江地域開発調整委

「図們江経済開発地域及び

北東アジア

ゴルの５カ国

書（中国・朝

は図們江地区

究段階から，

中国政府も

の開発のための諮問委員会」

で調印）， 図們江経済開発地

鮮・ロシア・韓国・モンゴルの５

国際協力に必要な法的基礎を

地域協力開発の段階に入った

ますます図們江地区開発開放

の設立に関する合意書（中国

域及び北東アジアの開発にお

カ国で調印）――が正式に調

成すものである。こうして

といえる。

を重視してきている。過去

・朝鮮・ロシア・韓国・モン

ける環境問題に関する覚

印された。この重要な調印

，図們江地区開発計画は研

年間中国各級政府が総額
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図 北東ア
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ジア地域の所得格差

（出所） 年は環日本海経済研究所『北
年は環日本海経済研究所ホームペ

（注） 極東の場合 年のデータ

東アジア経済白書』，毎日新聞社，
ージにより作成。

年７月，

億元あまりを

年全国人民

画」と 年発

視する方向で一

しかし他方，

その原因として

を挙げることが

投資し，港湾・エネルギー・

８回四次会議で政府はまた図

展目標綱要に加えた。「第十

致した。

この 年間に図們江地区開発

は，朝鮮半島の情勢，日朝正

できる。そうした中， 年の

交通・通信等におけるインフ

們江地区開発開放を中国社会

次五ヵ年計画」も引き続き図

において進展がそれほどなか

常化問題などの政治問題やイ

アジア経済危機を経て 世紀

ラ設備の建設を行った。

経済「第九次五ヵ年計

們江地区開発開放を重

ったことも事実である。

ンフラ整備の不備など

の初頭には図們江地域

開発は新たな転

に経済，技術領

展望が開けてき

３．制約要素

北東アジアに

わらず，制約要

換期を迎えることになった。

域の合作，交流，協力などの

たのである。

と補完性

は資源・労働力・資本・技術

素も存在している。それは次

分断史上初めての韓国・北朝

可能性が検討され，北東アジ

において，関連国には補完性

の通りである。

鮮南北首脳会談を契機

アにおける地域協力の

を有しているにもかか

第一は，経済

体制の移行期に

義市場の経済体

第二は，政治

関係正常化問題

第三は，歴史

第四は，開発

体制の多様性と経済発展段階

あり，北朝鮮は未だ伝統的計

制であり，各国間には経済発

関係の複雑性である。例えば

などがそれである。

，文化観念の違いである。

資金調達の限界及び参加国間

の格差である。中，ロ，蒙は

画経済体制を抜け出せず，他

展段階の大きな格差が見られ

，日露北方領土の問題，朝鮮

の情報交流の不足である。

計画経済から市場経済

方日本や韓国は資本主

る（図２参照）。

半島の統一問題，日朝

もちろん，こ

題になる
）
。

３ １．中国

中国の制約要

第一に，投資

続きの簡素化・

のような制約要素をどのよう

国内の制約要素

素は，次の通りである。

環境の一層の改善が求められ

効率化が必要であり，また投

に相互依存にとって有利な条

る。交通と都市インフラ整備

資のソフトインフラ面の改善

件に変換できるかが課

や税関の管理，通関手

も不可欠である。

（ ）



第二に，経

第三は，経

域の 年と

図們江地域

営管理の未成熟と経済効率の

済開発のための人材不足であ

年の人材流出を比較して

経済開発の現状と課題（金）

低さを指摘することができ

る。すなわち，人材流出が

みると，専門技術員の場合

る。

大きい状況にある。延辺地

， 年は 年と比べて

人も減

業生の地元に

のが現状であ

第四は，固

第五は，開

率は ％（

貿易依存度は

少した。延辺の諸大学の卒業

帰る比率は ％に過ぎず

る
）
。

定資産の投資の低さと資金不

放程度が低い。延辺はロシア

年）に過ぎず，全国平均の

％に過ぎず，同じ国境都市

生は地元に残る比率は ％

，大学院生の場合は ポイ

足である。

，北朝鮮と接している国境

半分以下にも達していないの

である丹東の貿易依存率の

に対し，延辺以外の大学卒

ント低くなり ％しかない

地域とはいえ，貿易の依存

が現状である
）
。 年の

％
）
に遠く及ばない。

第六は，経

３ ２．国

図們江地域

整が困難なこ

資金調達の困

北朝鮮

年に羅

ものの，外資

済開発と環境保護との矛盾で

外的の制約要素

開発の多国間協力には，未だ

とから，一部の国は国際協力

難さを指摘することができる

津（ラジン）――先鋒（ソン

規模が小さく，開発進展が遅

ある。

に多くの不確定要素が存在

に消極的な態度をとってい

。

ボン）自由経済貿易区
）
を設立以

い。それは以下の理由が挙

している。各国間の利害調

る。最も深刻な問題として，

来，一定の成果をあげた

げられる。

第一は，

る。それは

「米朝枠組み

かし， 年

対北に強固

脱退を宣言し

第二は，羅

年羅津・先鋒の経済特区政

， 年３月北朝鮮は

合意」締結（「ジュネーブ合意

ブッシュ政権が誕生以来，そ

政策をとることにより米朝対

，朝鮮半島が再び緊張状態に

津（ラジン）――先鋒（ソン

策を出したとはいえ，本格

（核拡散防止条約）脱退による

」）により北朝鮮の核兵器開発

の翌年 年１月年頭教書

立が再び再燃した。これによ

なっている。

ボン）地域は北朝鮮の東海岸北

的始動は 年末からであ

米朝対立， 年 月の

疑惑を一応解決した。し

で北朝鮮を悪の枢軸と指摘，

り 年１月にまた

部に位置し，本国の経済

中心部と遠く

岸地区より遠

「新義州特別

原因が大きい

第三は，

イナス成長を

苦境に陥った

離れている。経済の発展水準

く及ばないのが現状である。

行政区基本法」を採択し，総

と見られる
）
。

年代に入って社会主義国の崩

続けているが， 年からは洪

。それにしても公共支出は

，インフラ整備，人的資源

北朝鮮の最高人民会議常任

面積 の第二の経済特

壊に伴い，厳しい経済危機

水・干ばつなどの自然災害

の ％以上で，しかもほ

が南浦を中心に北朝鮮西海

委員会は 年９月 日，

区を設置したのも上記の

に陥った。北朝鮮経済はマ

まで加え北朝鮮経済は一層

とんど国防費と政府行政

に支出され，

第四は，原

産業・貿易・

生産能力の

である。

開発や国際協力のための資金

油，コークスなどのエネルギ

財政などのすべての部門が打

％以下である
）
。北朝鮮の緊急

的な余裕が欠如している。

ーの乏しさである。石炭生

撃を与えられた。 年現

な課題は，エネルギー，原

産の激減，外貨不足により，

在北朝鮮の工場の 働率は

材料及び新設備投資を確保

（ ）



ロシア

ロシアの極東

が解体して以来

立命館経済

地区も本国の経済中心と遠く

マイナス成長が続いて，極東

学（第 巻・第２号）

離れていて，国境辺遠地区に

地区に対して財政支援が次第

位置している。旧ソ連

に減少し， 年の極東

地区の基本建設

し，極東地区は

図們江地域開

域は人口が

から 年には

滞状態にあった

ムの成果は沿海

投資は 年の ％しかない。

一層困難な状況に陥った。

発の影響が経済成長に余り現

年 万から， 年には

万人まで減少したこと

。鉱工業生産も 年から

地方の経済成長の側面からは

しかも 年アジアの経済危機

れていない地域はロシアの沿

万人に減少し，極東地

が象徴するように， 年代

年の間に ％減少した。図

評価できない。 年からロ

が 年ロシアまで波及

海地方である。この地

方でも 年 万人

の沿海地方の経済は沈

們江地域開発プログラ

シア経済は復興過程に

入ったが，極東

工業生産は

年間で ％増加

工業生産は

％）， 年

域との間の経済

となっている
）
。

に対し，極東地

地域経済は未だに確かな復興

年を基準とすると， 年に

し，その結果 年には

年には ％まで縮小し，そ

になっても 年水準の ％

発展の速度における格差の広

しかし， 年全国の外国直

方の 年は 億ドル前年

過程に入ったといえないのが

はその ％まで縮小したが，

年水準の ％にまで回復した

の後も復興過程は緩慢で（

にまで回復していない。この

がりは，連 政府を悩ませる

接投資は， 億ドル前年度

より ％増加した（表１参

現状である。全国の鉱

その後 年３

。一方，極東地域の鉱

年の生産増加率は

ような国全体と極東地

最も重要な問題の一つ

より ％減少したの

照）。今後の極東地域の

課題としては，

ように調整する

図們江地域の

度線を軍事分

る。そして，植

と日本の北方四

等々が図們江地

中央と地方の管轄・権限の分

かである。それは，極東地域

下流は半世紀の間にずっと，

界線にして以来， 年間も朝

民地統治によって，朝鮮半島

島を巡る対立，ロシアの経

域の国際協力と経済開発を阻

割，限られた資金を巡る自治

の政治・経済に大きな影響を

政治的，軍事的，敏感的で不

鮮半島は分裂状態にあって南

において反日感情が根強く残

済情勢の不安定，北朝鮮は市

んでいる制約要素となってい

体間の利害対立をどの

与えかねないのである。

安定的地域でもあった。

北緊張情勢が続いてい

っている。またロシア

場動向の改革の遅れ，

る。

３ ３．地方

この地域は，

り
）
（表２参照），

ゴル，北朝鮮に

日本，韓国には

きな需要先と期

資源は魅力的存

が進めている国際化

資源・労働力・資本・技術に

各国及び地域の協力により，

は膨大な地下資源，天然資源

資本と先進技術がある。特に

待され，日本や韓国にとって

在である。図們江地域の開発

おいて，関連国に補完性を有

大きく発展する可能性を秘め

があり，中国，北朝鮮には良

当面，中国にとってはロシア

は中国東北，ロシア沿海，北

はこうした市場への直接的ア

しているのが特徴であ

ている。ロシア，モン

質な労働力が存在し
）
，

，北朝鮮が軽工業の大

朝鮮の潜在市場と天然

クセスを可能とし，潜

在的市場の掘り

また，これら

なっている。そ

域内貿易依存度

と北

（共通有効

起こしに資するものである。

の関連国と地域の補完性によ

れらを検討する為に，東南ア

を比較してみよう。

東アジアの域内貿易依存度

特恵関税）を導入した 年

って，域内貿易依存度が非常

ジア（ 東南アジア諸

をみてみよう。 の場

の ％から
）
，表３が示すよ

に高いのもその特徴と

国連合）と北東アジアの

合，域内貿易依存度は

うに，３年後の 年に

（ ）



図們江地域

表

経済開発の現状と課題（金）

域内貿易の推移
単位 万ドル，％

（出所） 西口清勝「東南アジア地域経済
倉昭夫 著『東南アジアの経済

より

協力― の 年」北原 淳・西口
』世界史想社， 年４月， 頁
作成。

清勝・藤田和子・米
，

は ％へと

ャンマー・ベ

どプラス影

いる。もちろ

額が

貿易総額

高まった。がしかし， 年

トナム）が加入しても域内貿

響がないのが分かる。 年

んアジア経済危機の影響もあ

の貿易総額に比して非常に

億ドルに対し，インドシ

に ６にインドシナ

易比率は ％であり，僅か

の域内貿易依存度は増加する

るが，より根本的な原因は

小さいことである。域内貿易

ナ４カ国は 億ドルに過

４（カンボジア・ラオス・ミ

％しか上昇せず，ほとん

どころか ％も減少して

，インドシナ４カ国の貿易

を見ても 年

ぎず，域内貿易で見ても

の

年を見ても

過ぎない。

さいことで

に過ぎず，域

か 億ドル

総額は 億ドルであるのに対

の域内貿易総額は

原因としては インドシナ４

ある。 年 貿易総

内貿易で見ても の

に過ぎない。 諸国

しインドシナ４カ国は僅か

億ドルであるのに対しインド

カ国の貿易額が の貿

額 億ドルに対し，イン

総額は 億ドルであるのに対

は相互補完的でなく極めて競

億ドルに過ぎない。

シナ４カ国は 億ドルに

易総額に比して非常に小

ドシナ４カ国は 億ドル

しインドシナ４カ国は僅

合的である。

（ ）



立命館経済

表 北東アジア域内

学（第 巻・第２号）

貿易の推移（ 年， 年）
単位 万ドル，％

（出所） 環日本
環日本

（注１） ロシア
（注２） 年
（注３） 北朝鮮

海経済研究所『北東アジア 世紀の
海経済研究所『北東アジア経済白書
極東の中国との貿易はすべてロシア極東
のデータの中国東北部は内モンゴル自治
と中国の貿易はすべて北朝鮮―東北部と

フロンティア 北東アジア経済白書』毎
』新潟日報事業者， 年， 頁よ

―中国東北３省貿易と仮定。
区まで含まれる。
仮定。

日新聞社， 年， 頁，
り作成。

の域内貿易はシ

他方で北東ア

りである。

る域内依存度は

易額は 年よ

から見た場合，

ンガポールとマレーシアが主

ジア域内貿易をみてみよう。

年の北東アジア域内貿易額は

輸出では ％，輸入では

り ％上昇し 億ドルに

韓国は 年の ％から

に行われている。

北東アジア諸国地域の貿易構

億ドルであり，北東アジ

％を占めている。しかし

まで増えた。北東アジアにお

年の ％まで下がった以外

造は表４にまとめた通

ア６カ国と地域におけ

年になると，域内貿

ける域内依存率は輸入

，他の北東アジア国・

地域は増えたこ

も ％から

貿易の割合は

れ ％，

か ％，

ア極東，北朝鮮

存度（域内貿易

とになる。また輸出から見た

％上昇した以外の国・地域は

年 ％占めており，

％占めている。これは北東ア

％（ 年）しか占めておらず

といった国と地域の域内依存

額／貿易総額）を国・地域別に

ら日本は ％から ％まで

減少傾向を見せている。北東

年にも ％しめている。一

ジアの域内貿易大国日本と韓

，他の北東アジア地域すなわ

度は５割を超えている。輸入

見ると以下の通りである。日

上昇し，中国東北地方

アジアにおける日本の

方韓国では，同それぞ

国の域内依存度はわず

ち，中国東北部，ロシ

から見た場合，域内依

本の北東アジア域内依

存率は７％，韓

ており，とりわ

国東北部は ％

が特徴である。

年度東北

出においては韓

国は ％，中国東北部は

け後の３者は域内貿易依存率

，ロシア極東は ％，北朝

３省の省別に北東アジアにお

国が ％，日本が ％，

％，ロシア極東は ％，

が高いのが分かる。他方で輸

鮮は ％占めており，域内

ける貿易依存度をみると，吉

北朝鮮が ％を占めており

北朝鮮は ％となっ

出から見た場合も，中

の貿易依存度が高いの

林省の貿易の場合，輸

，輸入においては，長

（ ）



図們江地域

表

経済開発の現状と課題（金）

年吉林省主要な貿易国
単位 万ドル，％

（出所） 中国対外経済貿易年鑑編集
済貿易出版社， 年より

委員会 編『中国対外経済貿易年鑑
作成。

』中国対外経

表 年黒龍江省主要な貿易国
単位 万ドル，％

（出所） 同上

表 年 寧省主要な貿易国
単位 万ドル，％

春第一汽車と

韓国がその後

（出所） 同上

ドイツ合弁会社があるため，

に続く。黒龍江省の貿易にお

ドイツの輸入が圧倒的に多

いては，ロシアだけで輸出

く ％を占めている。日本，

入ともに５割前後を占めて

おり，日本，

占めており，

アジアに依存

したがっ

の域内貿易

ち，シンガポ

韓国まで合わせると７割を占

韓国，北朝鮮を合わせると５

度が 年度よりも高くなっ

て以下の結論を下すことがで

依存度が ％以上を占めてお

ールとマレーシアが中心とし

めている。 寧省の貿易は

割以上占めている。すなわ

ているのが分かる（表５ ６

きる。 においてはシ

り，その他の 国は２

て域内の貿易が行われてい

輸出入共に日本が３割以上

ち，東北３省の場合，北東

７参照）。

ンガポールとマレーシア

割を切っている。すなわ

る。他方，北東アジアにお

（ ）



立命館経済

表 東

学（第 巻・第２号）

アジア の流れ
単位 万ドル

（出所）
年鑑

いて，日本と韓

の貿易が中心に

』各年版より作成。

国の北東アジアに占める割合

行われている。また中国東北

『黒龍江統計年鑑』各年版，『吉林統計年

は大きいが域内の依存度は小

地域，ロシア極東と言った特

鑑』各年版，『 寧統計

さい。しかも二カ国間

定の地域で見ると，国

単位で見た場合

中国東北部，ロ

を見せているの

がわかる。

域内貿易依存

みよう。まず

は表８からも分

よりも北東アジア域内の貿易

シア極東といった地域は，積

に対し， の国々は

率と同じように，域内

の場合は 年

かるように発展途上国に占

依存度が高い。とりわけ，北

極的に域内を中心とする経済

域外の貿易が増えているパタ

も盛んに行われることがわか

平均 ％から， 年には

める中国の割合は 年

東アジアの一環を成す

活動を広げるパターン

ーンと対照的であるの

る。 の流れを見て

％激減した。これ

平均 ％， の中

国への急激な流

アジア金融危機

まで上昇した

た，もう一つ

から中

合）を形成する

れにより，相対的に

により 年， 年は減っ

（中国の東北３省だけでも ％

の要因としては，

国への投資転換に対抗する

ことに， の真の目的と狙

への の流れを食い止め

たものの， 年から回復を

）。その代わり は

諸国の 政策の収斂化

ために を引き付ける魅

いがある
）
。すなわち，

たことになる。 年

見せ 年は ％に

％に留まっている。ま

（共通化）を前提とし，

力的な地域（地域経済統

各国は 導入政

（ ）



策面では収斂

方で北東アジ

労働力と資

図們江地域

化することにより，実際各国

アの場合は競争でなく補完関

源が豊富
）
な中国に直接投資

経済開発の現状と課題（金）

は協力でなく，一層競争を

係により日本，韓国，台湾

を加速化している。 年

仕掛けることになった。一

，香港が豊富な資本により，

黒龍省の外国直接投資は

万ド

である。合計

は 万

万ド

地方の 年

次いで韓国

海地方の外

ル，内韓国 万ドル，日本

万ドル，すなわち域内

ドルである。内韓国

ルであり，合計 万ドル

末時点で 動している外資

（ ％），米国（９％），日本（

資参加企業に出資している。

が 万ドル，台湾

投資だけで ％も上る
）
。

万ドル，日本 万ドル，

すなわち域内投資率が ％

参加企業を出資国別に見ると

５％）の順になっている。 カ

業種別からみると， 年末
）

万ドル，香港 万ドル

年 寧省の外国直接投資

台湾 万ドル，香港

も上る
）
。他方，ロシア沿海

，中国（ ％）がトップ，

国の外国企業と個人が沿

時点で，鉱工業（ ％）

と小売・飲

に，日本は自

ここからも北

図們江地域

食業（ ％）の２種類が ％

動車関連・木材を中心に，韓

東アジアの相互補完性が窺え

．延

の発展建設に対して，中国の

以上占めている。この内中国

国は縫製業・携帯電話・ホ

る。

辺地域の開発現状

党と国家指導者たちは一貫

は小売・飲食部門を中心

テルを中心にやっている。

して関心を持ち重視してき

た。 年６

東アジア各国

を，図們江地

とを意味する

区の設置を批

年 月に

策を発表し

月に，江沢民元国家主席は

との友好協力関係を発展させ

域を中心とした北東アジア経

。国務院は 年４月，琿春

准した。又 年４月に延辺

中国共産党第 期三中全会

た。東北地方を第４の重要な

琿春市を視察し，「琿春を開発

よ」という題辞を贈った。

済協力の焦点地域として開

輸出加工区（全国 ），

州は西部開発の優遇政策を

で公式に「東北地区など老工

経済区
）
として開発するために

し，図們江を開発し，北

これは，中国政府が琿春市

発する方針を採っているこ

年２月に琿春中ロ互市貿易

受けることになった。また

業基地振興（東北振興）」政

， の項目に約 億ドル

を投資する計

域の周辺国の

１．延辺の

表９から分

％，更に

們江地域開発

画である。従って延辺も東北

経済開発の中で，中国の図們

経済成長

かるように，延辺の 成

年は ％であった。これは

が進むことにより，国境貿

振興優遇政策を受けること

江地域の開発が先頭に走っ

長率は 年まで急速な

積極的経済政策によって開

易の増加に がった。しかし

になった。現在，図們江地

ている。

成長を見せ， 年は８

発が盛んであることと，図

年まで延辺の の

成長率は全国

いた。その

鮮・ロシアと

ラ投資増加に

大の投資国で

らに 年に

と吉林省の の平均成長

理由は， 年に中国政府が

の国境貿易が急減し，景気も

より，景気回復に向いつつあ

ある韓国の経済沈滞により延

は吉林省や全国の平均を上回

率を下回っている。

緊縮経済政策を実施したため

衰退に陥った。 年から

ったが， 年にはアジア

辺経済に打撃を与えた。

って，ようやく図們江地域

年まで延辺は低成長が続

，建築業，農業，又北朝

は，海外直接投資，インフ

経済危機によって延辺の最

年から全国平均より，さ

開発の効果が出て，高度成

（ ）
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表 延辺の 成長

学（第 巻・第２号）

率の推移（ 年不変価格基準）
単位 ％

（出所）『延辺
ペー

統計年鑑 』，『吉林省統計年鑑
ジ より作成。

図 延辺

』，『中国統計年鑑 』，中華人民

州の 成長率推移

共和国国家統計局ホーム

（出所）

長の段階に入っ

せている。

る。 年から

同上より作成。

たと考えられる。又外資利用

年末現在延辺州は外国直接投

労務輸出を始めて以来，

面でも， 年代半ばから始

資企業が 社であり，実際

年末まで延べ 万人を外国に

まって大きな前進を見

利用額が 億ドルであ

派遣し， 年だけで

万人を派遣

に上り，延辺州

りつつある。

２．借港出海

図們江の河口

ルタ地帯でも川

した。その経済的効果は非常

財政収入の 倍に達してい

と交通インフラ整備の実績

から は国境であり，し

幅が狭く，水深が浅く，中国

に大きい。 年には国外

る
）
。労務輸出も延辺州の経済

たがって中国は日本海に接し

の防川に港を建設するとし

からの送金は 億ドル

発展の重要な要因にな

ていない。図們江はデ

ても，せいぜい ト

ン前後の船舶用

されたのである

中国は北朝鮮

実行に移した。

航路開設に向け

年８月羅津

シアのザルビノ

が限度であり，しかも常時浚

。そこで借港出海案が浮上し

とロシアの日本海沿海の港

延辺州政府は北朝鮮，ロシア

て大きく前進した。これによ

新潟航路が開設された。ま

港間 に鉄道を敷設し，

渫が必要で，莫大な資金がか

，この計画が着実に進んでい

を使って日本海に出る（借港出

の港を使う協議を相次ぎ締結

り 年 月羅津 釜山間コ

たロシアのザルビノ・ルート

ザルビノ港を大連港に替えて

かるため防川案は中止

る。

海）という計画を立て

し，日本と韓国への陸

ンテナ航路が開設され，

は，吉林省の琿春 ロ

中国の東北地方の出口

にしようと計画

が がり，

トロイツァ港の

た。トロイツァ

束草と結ぶ東春

万トン，

している。鉄道敷設は中・ロ

年５月に琿春 クラスキノ間

入り口に当たるスハノフカか

港には輸入車・建機が並び，

フェリーも入港するなど活

年 万トンと大きく伸び

間の合意を得て工事が行われ

が公式開通し，貨物運送は

らクラスキノまでは 年末

原木，スクラップなどの荷役

気が れた。貨物取扱量は

ており， 年上半期で 万

， 年 月にレール

年２月に開始した。

に完全舗装道路となっ

も活発に行われ，また

年 万トン， 年

トンに達している。主

（ ）



な内容として

また，韓国束

取扱量は

図們江地域

，韓国向けのメタルスクラッ

草港と結ぶフェリー航路を活

年 ， 年

経済開発の現状と課題（金）

プのほか，日本からの中古

用したコンテナ取扱量も好

， 年 ，

車や日本向けの木材である。

調であった。そのコンテナ

年 ，

年上半期

ランジット貨

束草間の貨客

岸からロシア

炭を中心に，

る。 年上

を韓国，日本

となっており，拡大

物との事である
）
。ザルビノ港

航路と琿春 ザルビノ 伊

のポシェット 秋田航路も

年の 万トンから，

半期で 万トン，通年で

向けに輸出している
）
。現実で

傾向にある。これらの貨物の

を利用した航路は 年４

予三島（四国）の不定期貨物便

年８月に開設された。ポ

年 万トン， 年

万トンの取扱を目指している

は貿易が小さいことから運

半分以上が中国発着のト

月琿春 ザルビノ 韓国・

が開設され，また琿春口

シェット港の取扱貨物は石

万トンと急速に拡大してい

。西シベリアからの石炭

ぶ物が少ない，また料金の

割高が現状で

ちするのは極

山便の頻度を

とだろう。鍵

しかし，こ

割を果たした

中国は

速道路を開通

ある。辻久子は以下のように

めて困難である。おそらく唯

上げ，さらに釜山での積み替

としては大連経由より安い通

のような航路の開設は，延辺

のも現実である。

年に長春 延吉間， 年

した。また，琿春 圏河間

指摘している。図們江地域

一の競争力強化の道は，釜

えが迅速にかつ安く出来る

し料金の実現である
）
。

の対外開放，加工輸出業，

９月に 億元を投資した延

の新しい一般道路（ ）を

の弱小港湾が大連に太刀打

山のフィーダー港として釜

ように船社間で調整するこ

旅行業を促進する大きな役

吉 図們間（ ）の高

年 月開通した。

年までに図

る。延吉空港

間乗客能力

ハルビン，威

が夏季旅行期

ウル間チャー

カ月間運航さ

們 琿春間が完成すれば，長

は 年に国際基準に準じ

は 万人に上る。延吉は中国

海，上海などと連結された。

間中に週４便就航し，韓国か

ター機が４ 月まで運航さ

れた。延辺州政府の長年の努

春 圏河間（ ）の高速道

た新庁舎が完成され，滑走路

国内航空路で北京，長春，瀋

年６月からは延吉 ソ

ら延辺のアクセスが改善さ

れ，延吉 ウラジオストク

力によって，国務院は

路が整備されることにな

を に延長され，年

陽，広州，青島，大連，

ウル間の国際チャーター機

れた。 年には延吉 ソ

間の国際チャーター機も２

年６月 日に文件 号を吉

林省政府に書

が延辺に投資

対外開放を認

でき，延辺州

３．投資誘

年，延

簡を贈り，延吉空港を国際空

しやすくなるに違いない。ま

可した
）
。延吉空港税関の対外

の開放のレベルを高め，延辺

致と外国貿易

辺州の貿易は大きな変動を見

港に正式に批准した。これ

た 年４月７日，国家税

開放は，延辺朝鮮族自治州

経済発展に重要な意義を持

せた。 年の間，延

らのことから，外国投資家

関総署は延吉空港を正式に

から海外に素早くアクセス

つことになる。

辺州対外貿易額は毎年３億

ドルを超え

不振に陥った

朴承憲によ

要素としては

が増えて，北

これは延辺の

た。 年には初めて 億ド

が， 年には再び活気を見

れば
）
，その原因として，特殊

，当時国内の基本建設が盛ん

朝鮮，ロシアを通じて鉄鋼，

立地条件を生かす大きなチャ

ルに達し過去最高を記録した

せ， 年からは３億ドル

的な国内外の要素をあげて

になったので大量の鉄鋼，

セメントを輸入する客観的

ンスでもあった。また

。 年には貿易が

台まで回復した（表 参照）。

いる。第一は，国内の主要

セメント等生産原料の需要

必要性を提供したのである。

年 月中国国務院から「辺

（ ）
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表

学（第 巻・第２号）

延辺州貿易の推移
単位 万ドル

図 延辺州貿易推移

（出所） 延辺統計局編『延辺統計年
り作成。

表 延辺貿易

鑑 』延辺人民出版社， 年，

の中周辺諸国が占める割合

頁よ

単位 万ドル，％

（出所

境貿易管理措置

入に条件を提供

第二は，国外

展戦略としてい

） 延辺対外経済貿易合作局資料より作

に関する緩和」を実施，輸出

したのである。

の要素として， 年代はじ

たため，大量の鉄鋼，セメン

成。

入制限を緩和することにより

めに崩壊したソ連は，もとも

トなどが国内の不景気によっ

，延辺の生産原料の輸

と重工業を主な経済発

て在庫が増えたという

（ ）



図們江地域

表

経済開発の現状と課題（金）

年末までの産業構造の状況
単位 万ドル

（出所） 朴承憲 編『延辺
年， 頁。

経済形勢分析与予測』延辺大学出版社，

問題があげら

急増に がる

第三は，

せて国民経済

ようになった

済委員会が担

な国境貿易，

れる。また深刻な食糧，砂糖

原因の一つだった。

年代に入って，北朝鮮の経

を立て直そうとした。そして

。過去の単一国家貿易体制を

う地方貿易所で構成され新し

バーター貿易，中継貿易など

，服装等消費財が不足する

済はマイナス成長が続き，

対外貿易は軽工業，農業と

政務院所属の対外貿易委員

い貿易体制に変えた。同時

に転換した。主な貿易形態

客観条件が延辺対外貿易の

北朝鮮は対外貿易を拡大さ

同様に重要な位置を占める

会，その他の部，道行政経

に貿易方式も変え，積極的

としては穀物，生活用品と

鉄鋼，卑金属

て食品缶詰を

朝鮮を通じ

鮮，ロシアの

年の延

朝鮮とロシア

大規模な基本

，海産物などのバーター貿易

キューバに輸出し，その代わ

てチェコ産の車を 台輸入

国境貿易が大幅上昇したため

辺対外貿易は， 年には

の経済が悪化したことにより

建設が減少し，使用する生産

であった。 年延辺経済

り延辺が切実に必要とする

した。 年代前半延辺対外

であった（表 参照）。

％水準まで減少した。その

国境貿易が急減し，中国国

原料の需要も大幅に減少し

貿易公司は，北朝鮮を通じ

ブリキを輸入した。また北

貿易の急増は主に対北朝

主な原因は， 年から北

内の経済緊縮政策によって

たためであった。また 年

代前半は「辺

北朝鮮，ロシ

に輸出したこ

延辺―北朝

年９月

投資貿易フ

共催し 年

境熱」の時期でもあって，延

アに輸送した結果，相手側が

とも，延辺の輸出を阻むこと

鮮―ロシアの三角貿易， 延

３日，中国吉林省延辺朝鮮族

ォーラムが延吉で開かれた。

月に延吉で第１回が開かれ

辺の多くの貿易公司は大量

代金を支払わないことと品

になった。また，三角貿易

辺―北朝鮮―韓国・日本の

自治州創立 周年を記念し

このフォーラムは中国中央と

，延辺州に海外投資が本格

の貨物の代金を支払う前に

質が悪い商品をロシア市場

のほぼ中断状態すなわち，

三角貿易の中断である
）
。

て，第３回図們江地域国際

地方政府， などが

的に行われるきっかけとな

った。その

結された。第

談会となっ

投資契約お

国国際経済技

なく，ロシア

時総計 件で８億 万ド

２回目は 年９月に琿春市

た。その時には，延辺州では

よび協議書が締結された。今

術交流センター，吉林省政府

沿海地方や朝鮮の羅津・先鋒

ル（外資は６億 万ドル）の

で開かれ，朝鮮の羅津・先

総計 件で 億 万ドル

回のフォーラムは 図

，延辺州政府が共同開催し

経済貿易地帯を視野に入れ

投資契約及び協議書が締

鋒経済貿易地帯との連携商

（外資は４億 万ドル）

們江秘書処，
）
，中

た。今回は中国地域だけで

て図們江地域の国際共同開

（ ）
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表 年末ま

学（第 巻・第２号）

での国・地域別外国直接投資
単位 万ドル

発のための商談

人）が参加した

（出所） 同上 頁。

会として位置付けた。９月

。投資契約総額は 件で

２ ４日まで カ国・地域か

億ドル（外資は 億ドル

ら 人（海外は

）合意書締結は 件，

億ドル（外

延辺の３資企

その内韓国が２

１次産業の企業

から見ても第２

産業の中でも技

特殊製紙品，建

資は 億ドル）であった
）
。

業
）
は 年 月まで， 社

億 万ドルで
）
全体の

数の割合は５％，第２次産業

次産業が ％を占めており

術集約産業も増えつつある。

築材料等の業種の契約額が

ある。累積実際投資額が４億

％占めている。延辺外資企業

は ％，第３次産業は

，圧倒的に第２次産業が大き

年度新規投資の中で，ソ

万ドル，全投資額の ％

万ドルであって，

の産業構造を見れば第

％を占め，その契約額

い（表 参照）。第２次

フト開発，電子産品，

を占め，前年比 ％増

加した。

年度延辺

ドル，それぞれ

の順になってい

１社当たり投資

る。産業分布か

は延辺で 社中

に投資した韓国企業数は

総数に占める割合は， ％，

る（表 参照）。韓国の投資特

額は 万ドル弱，これは香港

ら見れば，紡績業などの労働

， 社が韓国資本である。代

社，契約額は 万ドル，

％， ％であり，その次に

徴から見れば，投資規模が小

の 万ドル，日本の 万ド

集約型業種とサービス業が主

表的な企業は双鈴，甲乙紡績

実際利用金額は 万

香港，日本，アメリカ

さい。表 から見ても

ルより小さいのが分か

になっている。紡績業

，東一，安図紡績であ

る。この４社だ

に対する投資は

の投資が期待さ

４．琿春経済

琿春市は，中

けで，韓国総投資額の ，

非常に小さい。しかし，延辺

れる。

開発区

国において北朝鮮及びロシア

約１億ドルを占めている。延

には農林畜産資源が豊富であ

と国境を接している辺境都市

辺に対する第１次産業

り，今後第１次産業へ

である。琿春市には北

（ ）



朝鮮との間に

中国政府は，

して

図們江地域

二つの道路税関があり，ロシ

年９月に国家級開発区の

企画面積を持っている。この

経済開発の現状と課題（金）

アとの間には鉄道税関と道

辺境経済合作区を琿春に設

経済特区の開発のため琿春市

路税関各ひとつずつある。

立した。工業，商業地域と

政府は「琿春辺境経済合

作区管理委

整備した。

その内外資企

などで木材加

年４

を設置し，そ

一つである。

員会」を設立し， 年 月

年まで総投資額は９億元強

業は 社で ％占めている

工と繊維・衣類分野が２大業

月，中国政府は琿春辺境経済

の内 を整備した。こ

琿春輸出加工区は経済特区へ

から開発を始め， 年まで

である。 年４月現在こ

。主要な業種は資源利用型

種である。

合作区の構内 に国家

れは中国政府が最初に認定し

の優遇措置と輸出加工区へ

億元を投資し

の合作区内に登録企業は ，

，労働集約型，輸出加工型

レベルの「輸出加工区」

た の「輸出加工区」の

の優遇措置を共に受ける利

点を持つ。

た。この輸出

な先進技術を

リカ，カナダ

加工基地であ

は６億元弱で

年２月

へのロシア人

年４月時点ですでに

加工区の主導産業としては，

導入し，生産品は主にロシア

，ヨーロッパにも輸出する。

る。 年４月末まで韓国，

ある。既に 動した企業は４

１日に 規模の中ロ互

の貿易区入国はノービザとな

万元を投資してインフラ整備

主に紡績，水産品加工，原

，北朝鮮，韓国，日本など

琿春輸出加工区は，吉林省

日本，台湾及び中国企業か

社， 年の工業生産額は

市貿易区（相互貿易区）が設置

り，持ち帰る品物の数量や

と監視管理施設を建設し

材料等である。また積極的

北東アジアをはじめ，アメ

及び東北３省の主要な輸出

ら 社が進出し，総投資額

万元に達した
）
。

された。この自由貿易区

金額にも制限がなく，ロシ

ア商品を持ち

シア人が累

万元―

する一方外資

重点項目も

万ドル

したことにな

込み，商売することも自由で

計 人，中国側から

―その内輸入額は 万元

の誘致も一定の成果があり，

積極的に推進している。黒河

，去年同期比 ％増加，

る
）
。これは黒龍江省の国境都

ある。 年年末試行運行

人が入区し，海産物が

，輸出額は 万元である

中ロ互市貿易区内に商店街

と比べてみたら，今年上半期

人がロシアから入区した

市黒河にある互市貿易区と

から 年４月末まで，ロ

トン，実現貿易額は
）
。またインフラ整備を拡大

，万トン冷蔵庫，娯楽場等

黒河互市貿易区の輸出額

。これも同期比 ％増加

比較する場合，面積は琿春

互市貿易区の

化し，子供の

易区はもっと

題になりそう

っている。こ

とみられる。

入，及びプロ

面積より９倍強になる。また

学校の選択まで政府が応援し

積極的政策を出すこととロシ

だ。松野周治
）
は延辺朝鮮族自

のため，同州の経済発展を支

そこで同経済合作にとっては

ジェクト・環境・都市建設が

黒河互市貿易区はロシアの

ていく積極性が窺える。し

アの地方政府との政策協調

治州の将来の発展は図們江

える琿春辺境合作区におけ

，対外貿易の一層の開放，

至上命題である
）
。この目標

投資者に対し手続きを簡略

たがって，今後琿春互市貿

がうまく行くかどうかが課

下流の開発に密接にかかわ

る外資の一層の導入が重要

資金・技術・ノウハウの導

を達成するために，延辺朝

鮮族自治州に

通インフラ

テムの強化，

琿春辺境経

を年平均

貿易区がこの

おける， 経済規模の拡大，

整備の改善（特に北朝鮮とロシ

が今後の課題であると指摘し

済合作区（琿春輸出加工区）

％， 億元を目標としてい

合作区を三位一体になって，

滞りのない余裕ある輸送

アの間）， 多国間による経済

た。

管理委員会は， 年まで琿

る。琿春辺境経済合作区，琿

互いに補い，相互促進の新

環境の形成を図るための交

合作の拡大， 情報シス

春辺境経済合作区の

春輸出加工区，中ロ互市

しい局面になりつつある。

（ ）



立命館経済

表 延辺と

学（第 巻・第２号）

北朝鮮・韓国の貿易推移
単位 万ドル

また， 年

る。これは

春市政府は積極

延辺州政府役人

区の比較優勢を

（出所） 延辺対外経済貿易合作局の資

第１四半期琿春対ロシアの輸

年同期の 倍と 倍になっ

的に動き始めた。８月 日，

と一生に琿春開発区を視察，

説明しその後，長嶺子税関も

料より作成。

出総額は 万ドル，輸

て近年にない増加傾向を見せ

日本国際貿易促進会中田慶雄

そして管理委員会の許龍副主

視察し，今後経済貿易の往来

出量は トンであ

ている
）
。 年から琿

理事長をはじめ一行は，

任は日本のお客に合作

を目指すことで一致し

た。９月には台

し，貿易商談会

月８日に 年

結んだ
）
。上の紹

方とも後進地域

のような事から

とにより，長期

湾光彩促進会駱宏賓会長を団

で土地面積を に１

仏山―サンクト ペテルブル

介から見てわかるように，今

であるため，投資と貿易面で

，琿春市政府は中国でも発展

的に投資・貿易を行うことが

長として，光彩促進会考察団

億元を中ロ商業施設に投資す

グ貿易推進会が延吉で開幕

までは延辺地区であれ，ロシ

それほど大きな成果を見せな

地域広東省，そしてロシアの

可能になる。今後この地域は

一行 人が琿春を視察

ると仮契約をした。

し， 万元の契約を

ア極東地域であれ，両

かった原因である。こ

先進地域と仲介するこ

，ロシア極東だけでな

く，ロシアの先

朝鮮にも刺激に

年第一四

去年同期比

人，去年同期比

な政策が成果を

っ張っていく機

進地域と中国の先進地域の架

なり，本当の意味での図們江

半期の琿春対ロシア輸出入

％， ％増加したことになる

％増加した
）
。これは琿春地

出したことになる
）
。今後この

関車になるに違いない。

け橋になることが十分期待で

地域の経済協力時代が訪れる

貨物量は， トン，総額

。一方で中ロ互市貿易区に

方政府が打ち出した辺境互市

勢いが続くことにより，図們

きる。このことが，北

。

は 万ドルであり，

訪れた延べ辺民は

貿易を奨励する積極的

江地域の経済協力を引

延辺と北朝鮮

し， 年は谷

．延辺と南

との貿易推移から見ると，

底になって 万ドルまで

北朝鮮との貿易・投資

年代は 年がピークで貿易

下がった。その後は増える傾

額が 万ドルを達

向を見せてはいるが，

（ ）



図們江地域

表

経済開発の現状と課題（金）

中朝貿易及び国境貿易
単位 万ドル，％

（出所） 大韓貿

増えるスピー

主にトウモロ

モロコシを超

易投資会社（ ）「 年度北韓貿

ドは緩慢である（表 参照）。

コシ，冷凍豚肉，混紡布であ

えたのである。 年，

易動向」 年６月，延辺対外経済貿易

年代上半期の延辺対北朝

った。 年以降，食糧の

年には，トウモロコシ，小

合作局資料より作成。

鮮輸出商品構造から見れば，

輸出中に米と小麦粉がトウ

麦粉，米等が輸出に占める

割合がそれぞ

り，鉄鋼と車

になった。

北朝鮮の貿易

表 から分

ルで，前年比

助の形で行わ

れ ％， ％であった。輸入

の輸入が主であった。 年

年の木材の輸入に占める割

が増えたためである。

かるように，中国は北朝鮮

％増である。貿易は主に

れている。 年の北朝鮮の

から見れば， 年代上半期

以降は中継貿易が減ったた

合は ％， 年には

の最大の貿易相手国であり，

，一般貿易，加工貿易，保

経済改革が始まって以来，

は主に中継貿易が盛んにな

め，木材輸入が増えること

％であった。これは丹東と

年度に 億 万ド

税貿易，国境貿易，無償援

中朝貿易の増加と北朝鮮の

輸出が増加

た。これは北

丹東 新義

めている。一

めていない。

で約 ％を占

辺の対北朝鮮

している。 年度の北朝鮮

朝鮮の水産物，繊維製品など

州ルートが最大の貿易ルート

方延辺ルートは図們，琿春

年代前半までは，延辺は

めていた
）
。しかし， 年代後

の貿易シェアが段々減ってい

の輸出は３億 万ドルに達

の保税輸出
）
が急増したから

で，対北朝鮮貿易の ％

北朝鮮羅先の間の貿易は対

中国対北朝鮮貿易の主なル

半は中朝国境貿易を担う企

った。その理由は以下の三

し，前年比 ％増加し

である。

，対北朝鮮輸出は ％を占

北朝鮮貿易の ％しか占

ートであり，国境貿易だけ

業が丹東ルートを選び，延

つにある。 丹東 年ま

で 社が国

輸入付加価値

きる
）
。 保税

一方延辺

年

る。現在，韓

家の許可を得て，直接北朝鮮

税が ％減免である。 漁業

輸出入貿易の転換である。

と韓国との貿易は， 年急

万ドル記録した（表８参照）。

国は延辺の最大の貿易対象国

との国境貿易ができ，その優

貿易では個人，漁民は自由

速な上昇傾向を見せており

その貿易額は延辺の当年貿

となった。

遇措置としては，関税・

に物資及び通貨の交換がで

， 年は 万ドル，

易の 余り占められてい

（ ）



立命館経済

表 延

学（第 巻・第２号）

辺の外資利用状況
単位 万ドル

年代のはじ

も数量は非常に

（出所） 延辺統計局編『延辺
年， 頁より作成。

め延辺対韓国の主な輸出品目

限られていた。しかし 年

統計年鑑 』延辺人民出版社出版，

は，漢方，ほうれん草などの

から三資企業が生産した紡績

特産品であって，しか

品の輸出が増え，一方，

三資企業が生産

内には輸出入の

朝鮮半島の安

のではなくてバ

延辺の三資企

で，韓国は

第１に，韓国

するために原材料輸入と各種

商品構造は変わらないことが

定と平和によって，延辺と北

ランスを取りながら増えてい

業のなかで，韓国企業の比重

％占めている（表 参照）。韓

の労賃の上昇と延辺という立

機械，化工原料等の輸入が主

予想される。

朝鮮および韓国との貿易はど

くと思われる。

が一番大きい。 年末まで

国のメリットから見ると以下

地条件である。延辺の労働力

に占めていた。短時間

ちらか一方に傾斜する

の外国投資累積額の中

の理由が挙げられる。

質の高さ，労賃の安さ，

言語も同じであ

第２に，図們

けでなく，北朝

第３に，北朝

第４に，北朝

第５に，多国

ることから，韓国投資家にと

江地域経済開発構想が，かね

鮮の対外開放を大きく促進す

鮮地域内での特区事業であれ

鮮の経済力浮揚を支援すべき

間の協力事業という形をとっ

ってはアクセスしやすいのが

てからの基本方針である南北

ることが期待できるからであ

ば，経済的にも採算を取るこ

との認識である。

ているため，韓国は北朝鮮の

現実である。

交流拡大に合致するだ

る。

とができる。

対外開放策の推進に協

（ ）



力しやすい観

従って，短

可能である。

図們江地域

点である。

期的に見れば，南北関係の改

何故なら，もちろん韓国の企

経済開発の現状と課題（金）

善によって韓国の資本が大

業が朝鮮に対して非常に情

規模的に朝鮮に入るのは不

熱は持っているものの，朝

鮮においてイ

的に見れば，

加させること

れば，韓国お

て，図們江下

開発は新しい

ンフラ整備，法律，会計制度

北朝鮮の投資環境を改善する

により，日本をはじめ，欧米

よび日本が朝鮮に投資するこ

流地域は真の意味での東北ア

開発時期になるだろう。

，等々がまだまだ整備され

にしたがって，韓国企業が

の資本も北朝鮮に入ること

とによってヨーロッパとア

ジア地域の物流中心地にな

ていないからである。中期

次第に北朝鮮への投資を増

が予想される。長期的に見

ジア大陸を結ぶ橋を利用し

る。そして，図們江地域の

１．日本の

日本では，

関心を示し，

ア経済圏の持

日本の圧倒的

．図們江地

不参加

対岸貿易の歴史が長い新潟等

「環日本海経済圏」として交

つ資源や労働力への期待は日

な資金力・技術力は間違いな

域の経済開発における日本

の日本海側の地方がいち早

流推進活動を行なってきた。

本海側だけでなく，日本全

く経済圏形成の速度を左右

く対岸諸国との経済交流に

長期的に見れば北東アジ

体にとっても大きい。また

する重要な要素でもある。

しかしなが

示していない

を変えていな

月１日

ーク国際会

モンゴル，

た。ウィーン

ら，日本は図們江地域開発計

。日本は図們江開発の諮問委

い。日本政府は北朝鮮との国

の２日間，ウィーンの

議」が開催した。この会議は

北朝鮮，韓国，ロシア政府関

国際機関が日本政府代表部に

画を中心とする北東アジア

員会
）
のメンバーではなく，

交がないことを理由に拒否

本部で「図們江地域投資サ

， と 図們江開

係者が出席し，日本側は

事前に連絡したが，日本政

経済開発に積極的な意欲を

オブザーバーとしての立場

している。 年 月 日

ービス（ ）ネットワ

発事務局が共催し，中国，

研究員李鋼哲が出席し

府は代表を派遣しなかった
）
。

北東アジア地

協力の枠組み

正常化が前

はないと言う

壌を訪問し日

にわたり」，

よって，人的

域に対する日本の政策は，日

に参加することを懸念したと

提となる日本政府の一貫とす

ことに気づくべきである
）
。そ

朝平壌宣言を結んだ。その内

「経済協力」を実施すると，明

交流・相互信頼関係を築く

米関係を優先した従来の立

見られる。また，北朝鮮に

る背景にもある。「経済協力」

の理由として，一昨年

容として「国交正常化の後

文化されている。これは，

ことができる。また，このこ

場から，米国抜きの多国間

対する「経済協力」は国交

と国交正常化はセットで

年９月 日に小泉首相が平

，双方が適切と考える期間

先に国交正常化することに

とが拉致問題の解決，「経

済協力」に

られる。

中国や韓国

外資が導入さ

きいのである

ることになる

がって，図們江開発の諮問委

だけでは北東アジア全体の発

れて初めて繁栄に向けてテイ

。逆に，この極東が平和で豊

。北方四島の問題も関わる国

員会に入らない理由も払拭

展を牽引する力は乏しい。

クオフができる。日本が経

かな地域にならないと，日

際情勢の中で冷静に現実的

できるのではないかと考え

この地域は外国から援助や，

済協力する意義は極めて大

本も又マイナスの影響を被

に対処し，お互いが豊かに

（ ）



なる道を探るべ

金森委員会
）
」は

際協力に日本を

立命館経済

き時代ではないだろうか。

，民間レベルで北東アジア経

参加させるために積極的な役

学（第 巻・第２号）

年７月に発足した「北東ア

済協力を推進する任意団体と

割を果たしている。

ジア経済協力に関する

して，図們江地域の国

２．日本の動

米エクソンモ

スを採掘，パイ

年間，電力・

高さが課題であ

事業化に踏み切
）

き

ービルと伊藤忠商事などの企

プラインで日本に供給するこ

ガス会社などに販売する計画

ったが，企業連合側は環境へ

った。既にロシア政府などに

業連合は 年をめどにロシ

とを決めた。日本の天然ガス

である。サハリンのエネルギ

の影響が少ない天然ガスの需

事業計画を説明し，日本政府

アのサハリンで天然ガ

の年間需要の約１割を

ー開発は生産コストの

要が今後増えると見て，

も資金面で支援する方

針である。

日本政府は

めた。国際協力

億

イプライン建設

の原油依存率を

大規模となる
）
。

また，ロシア

年６月 日，ロシアの東シ

銀行を通じた低利融資と石

億円規模を想定し，東シベリ

を後押しする狙いである。こ

６割まで下げられるとして，

のサハリン沖で進む石油・ガ

ベリア油田開発に大規模な財

油公団などへの貿易保険など

アの油田を日本向けに輸出す

れは日本政府が９割近くに上

海外の油田開発をした日本の

ス開発計画「サハリン１」に

政支援をする方針を固

の組み合わせで，総額

るナホトカルートのパ

っている中東産油国へ

支援額としては過去最

参加しているサハリン

石油ガス開発

は原油生産を目

め，約 沖

計画である。日

する予定である

の一部開始した

この開発計画に

（東京）は 年７月 日，採

指す。サハリン島の北東部沿

合にある油田に到達させる。

量 万バレトの原油生産が見

。サハリン沖の石油・ガス開

。東京ガスと東京電力は原油

は国際石油資本の米エクソン

掘用井戸の掘削を始めたと発

岸に建設した陸上基地から海

第１段階として，二つの油田

込まれ，開発第２段階から天

発プロジェクトでは「サハリ

に加え， 年からは天然ガ

モービルなども参加しており

表した。 年末から

底方向に斜坑を掘り進

に経 本の井戸を掘る

然ガスの生産も本格化

ン２」が既に石油生産

スの購入を決めている。

，進行中の対極東地方

はもちろん，対

いである。上に

る結果であるよ

つことに違いな

３．北東アジ

中央政府の消

ロシア直接投資として最大規

述べたように相互補完的であ

うに思われる。いずれにせよ

い。

アにおける日本の役割

極的態度にも関わらず，日本

模のプロジェクトである
）
。い

り，各自の比較優位を生かし

，北東アジアにおける日本の

海側の秋田県，新潟県，鳥取

わゆるリスク分散が狙

て自国の利益を追求す

参加は大きな意味を持

県，青森県，岩手県な

どは，図們江地

地域中国側）を

れ， 年８月

大幅に短縮され

経済的補完関係

げられる。しか

域協力に高い関心を持ってい

経てロシアのポシェット港か

に羅津―新潟航路も開設され

，企業間の動きが活発化する

が意識されており，その際に

し日本は資本と技術だけで

るのも事実である。例えば

ら秋田港までの国際定期コン

た。これによって，中国の東

のが予想される。北東アジア

，日本が有する比較的優位と

なく，同時に新しい協力のあ

， 年に琿春（図們江

テナ便の航路が開設さ

北部への距離と時間が

に潜在している巨大な

して，資本と技術があ

り方のモデルである。

（ ）



「図們江地域

発方式とい

できるような

図們江地域

開発計画」はそもそも

うモデルにも関わらず，それ

条件」とは，相互信頼関係で

経済開発の現状と課題（金）

が提案した多国間協力のも

が実現していないのが現実で

ある。新しい協力のあり方

とでの国際共同管理型開

ある。「多国間協力を実現

のモデルは，北東アジアに

おける信頼関

信頼関係の

きるならば，

朝関係の改善

ア地域での唯

ジア政策にお

係の構築に向けた日本の取り

構築という新しい援助理念

北東アジアにおいて果たしう

があれば，日本が図們江地域

一の多国間協力の枠組みに日

ける協調安全保障に がるだ

組みである
）
。

に基づいて，地方間交流と

る日本の役割は飛躍的に増

開発に参加することが望ま

本が参加し，リーダシップ

ろうと考えられるからであ

を結合させることがで

大するはずである。もし日

しい。なぜなら，北東アジ

を取ることは日本の北東ア

る。

ポスト冷戦

中，アジア地

年６月

条約」締結，

ワ宣言」，

により，国際経済はますます

域の発展は世界的に注目され

日の朝鮮半島南北首脳によ

年７月ロシアプーチン大

年９月 日の日朝首脳によ

終 わ り に

地域協力が盛んに行なわれ

ている。北東アジア地域の

る「南北共同宣言」， 年７

統領の訪朝と， 年８月

る「平壌共同宣言」など，北

ている。このような状況の

潜在力も注目されている。

月 日の「中ロ善隣友好

の朝ロ首脳による「モスク

東アジア地域の国際情勢

は平和と協力

内の静態的

は

オープン・リ

しかし，こう

る静態的分業

第１は，地

を重視する方向を明確にして

性格に終わることなく，世界

「オープン・リージョナリズ

ージョナリズムを志向するこ

した動態的国際分業を実現す

関係に位置付ける必要がある

域平和と安定を促進すること

いる。しかしそれはまた，

の動態的分業へと発展して

ム」を実践しているように
）
，

とこそ，北東アジア経済圏

る準備段階として，現在の

。その中でいくつか課題も

は，地域間長期協力と発展

北東アジアの域内分業が域

いかなければならない。

狭い域内経済圏でなく，

が目指す発展方向である。

局地的市場圏の枠内に留ま

残っている。

の保証である。北東アジア

の交流と協力

国の歴史，文

て更なる平和

東アジアの最

第２は，各

である。

図們江地域

は，経済だけではなく，総合

化，政治などを互いに理解し

と安定が訪れる。残念ながら

重要の課題として相互信頼と

国間の利害調整，すなわち，

開発計画を中心に国際協力の

的な交流及び協力を目指す

，互いに信頼することから

，北東アジア各国は理解と

理解を挙げることができる

投資の誘致――多国間協力

枠組みが形成されたとはい

ものである。北東アジア各

始めて協力し，それによっ

信頼が欠けている。今後北

。

開発の原則を堅持すること

え，利害調整で基本的な一

致に至ってお

る出発点は北

国の独自に開

ではなく共同

第３は，図

（交通・運輸及

らず，未だに総合開発計画が

東アジアでの多国間経済協力

発する段階に止まっている。

協力関係になることが，図們

們江地域を北東アジアの重要

び貿易）の障害を少なくする

進んでいないのが現実であ

の実施であったが，現実は

したがって，３カ国がとも

江地域の多国間協力の重要

な国際輸送回廊として発展

ための２国間或いは多国間協

る。図們江地域開発を進め

中国，北朝鮮，ロシア３カ

に投資誘致等面で競争関係

な課題となっている。

させるためには，国境通過

定の締結が課題となる。

（ ）



例えば，北朝

危険である。従

第４は，北朝

立命館経済

鮮側の元汀 羅津間の道路は

って，元汀 羅津間の道路整

鮮の更なる改革を促すために

学（第 巻・第２号）

等級道路でないため，雨季と

備が緊急課題になっている。

，中国の支援が必要である。

冬季の車両運行は大変

北朝鮮の経済

れば貧しいほど

年北朝鮮は

ために，中国は

第５は，図們

日本が積極的に

図們江地域開

が行き詰ったら，中国にとっ

，脱北が増えることによって

大胆な改革を行ったものの，

自分の経験を生かし，北朝鮮

江地域に「北東アジア開発銀

支援することが必要である。

発の本格的な推進が遅れた最

ても大きなダメージになるだ

中国は悩まされることになる

その効果はそれほどではない

を手助けることが重要であろ

行」（ ），「北東アジア

大の原因は，開発資金不足で

ろう。北朝鮮が貧しけ

。すでに述べたように，

のが現状である。その

う。

開発基金」を設立し，

ある。図們江地域の金

融機関設立によ

より，図們江地

第６は，今後

と移行すること

区は延辺，ひい

れている。すで

が，物流量の確

乗り越えるため

って，インフラに対する融資

域開発が本格的に 動するこ

，延辺の輸出商品構造を資源

である。これは琿春経済開発

ては吉林省の対外開放・外資

に述べたとおり，中国は

保ができていないため，運行

に，今まで行ってきた外資誘

及び保証，民間企業と個人に

とになる。

依存型，労働集約型から資本

区の成否にかかっている。と

誘致・貿易の重要な口岸（

年から借港出海によって次々

がスムーズに行っていないの

致だけでは不十分であり，国

対する金融サービスに

集約型，技術集約型へ

りわけ，琿春経済開発

税関）として位置づけら

航路開設に成功した。

も現状である。これを

内の資本誘致，また中

国の先進地域と

このような課

成されつつある

を増大させ，経

れて地域内また

ジア地域は，経

ロシアの先進地域の架け橋に

題を抱えながら，図們江地域

。この地域の貿易，投資等経

済統合を促進するだろう。し

は，対外的に経済摩擦と緊張

済成長と共に政治的緊張と貿

成功できるかどうかが重要な

開発を中核とする北東アジア

済交流の増大は，恐らく北東

かし，この過程で交流と相互

をもたらす可能性も否定でき

易摩擦等が混同しながら前進

課題になる。

経済協力の枠組みが形

アジア各国の相互利益

依存性が増大するにつ

ない。 世紀の北東ア

するだろう。

（ ）



図們江地域経済開発の現状と課題（金）

関連年表

（ ）

年 月 中国図們市で
び我が省の対外

年３月
年１月

年７月

月

中国国家海洋局
北京で最初の
センター共催）
中国吉林省長春
トライアングル
ロシア共和国最

「吉
貿
の
「北

市
開
高

年３月 が第５次事

図們江地域開

林省全方位対
易口岸の開設

発計画（

外開放戦略研究
に関する調査報

専門家による
東アジア経済

「北東アジア
発構想」発表
会議で，ナホ

図們江・防川の
圏セミナ」開催

経済発展技術協

トカ経済特区の

）

会」
告」
調査
（中

力国

創設
業計画（ 年）として

関連年表

開催，袁樹人
発表

等による「図們

国社会科学院

際会議で，丁

を承認

アジア太平洋研

士晟「図們江ゴ

江

究

ー

の推進を決定

利用，及

所と東西

ルデン・

７月

月

第１回
を最優
第２回

調査報告書」を
月

年２月
３月
月

年５月

北朝鮮「羅津・
第１回会

中国国務院琿春
第２回会
第３回会

「北
先
「北
発
先
議ソ
を
議北
議平

９月 第４回「北東アジ

東アジア準
課題とし取り
東アジア準
表，図們江計

地域調整者会議
込むことで，調
地域調整者会議」
画管理委員会（

鋒自由経済貿
ウルで開催
国境経済開放
京で開催
壌で開催

易地帯」設置に
。法律・金融，貿
区（辺境経済合

」
査団
が

関す
易
作区

ア経済フォーラム・龍平会議」（

がモンゴル
派遣を決定
平壌で開催。
）の設立

・ウランバート

調査団が「図們

る政務院の決
，インフラ作
）に指定

定を発表
業チーム設置を

ルで

江

決定

韓国江原道）開催，北東アジア

開催，

地域開発

開発銀行

年２月
７月

構想に関する最
催

がニュ
第４回会

月
年５月
９月
月

図們江
第５回会

圏河（中国）―
第６回 会
会」（中・朝・

初

ーヨ
議モ
事務
議北
元汀
議
ロ）

設立

の研究報告書

ークで図們江
スクワで開

発表 〇日本経

地域開発事業実
催

局がニューヨ
京で開催，
（北朝鮮）
ニューヨーク
と「諮問委

ークから北京に
３つの合意文書仮
間の税関開通
国連本部で開催
員会」（中・朝・

団連

務者

移転
調

，
ロ・

主催の「図們

会議開催

江開発セミナー

印

「３つの協定
韓・蒙）発

」に正式調印し
足， 図們

」

，「調
江事

東京で開

整委員
務局を

月

年４月

中国延吉で
羅津―釜山間の
第１回「諮問委
経団連「日ロ経

９月
月

年１月
５月

北朝鮮と
第２回「諮問委
議
投資促進ワーク
第１回環境ワー

定
員
済
／
員

シ
ク

６月 観光ワークショッ

主催の国際
期コンテナ航
会」・「調整委
委員会」にザ

投資フォーラム
路開通，琿春―
員会」北京で開
ルビノ 調査

主催
会」・「調整委

ョップ北京で
ショップウラ

で，羅津で初の
員会」北京で開

開催
ジオストクで開

開催
羅津
催
実施
国際
催，

催
プ延吉で開催

ルートと連結

協議会を設置
投資フォー
日本を正式メ

ラム開催
ンバーに招請することを決

８月

月
年２月

第７回「北東
（北東アジア開
第３回「諮問委
投資環境改善方

５月
７月
９月
月

年１月

主催の
第１回図們江地
国際投資フォー
交通ワークショ
観光ワークショ

アジ
発銀
員
策
ウラ
域
ラ
ッ
ッ

図們江地域開発ウ

ア経済フォ
行）設立案
会」・「調整委
に関するワー
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。 特色を際立て，ブランド品

，範囲を広める。例えば，辺民
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